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 第３ 章 緑に関わるまちづく り の課題と 計画の目標 

３ －１ ． 明石市の緑に関わるまちづく り の課題 

明石市の「 緑に関わるまち づく り の課題」 について、 前回計画の施策プログラ ムの達成

状況や緑に関する市民意識の把握を 踏まえ、 上位計画である長期総合計画や関連計画の都

市計画マスタ ープラ ン等から 、 以下６ つの課題を 抽出し まし た。  

 

（ １ ） 安全・ 安心のまちづく り  
 

生活の様々な場面で生じ る 不安にき め細か

く 対応し 、 明石における「 暮ら し を 守る」 た

め、 防災（ 自然災害に対応する 避難地・ 避難

路の確保）、 健康福祉（ 子ども 、 高齢者、 障害

者を はじ めすべての人が活動する 場の創出、

生活習慣病を 予防する 環境形成）、 治安維持

（ 犯罪を 抑制する 環境整備） に取組んでいく

こ と が必要です。  

 

 

（ ２ ） にぎわい・ 活気あるまちづく り  
 

大都市に近い立地条件を 活かし 、 人々が集

う 拠点の形成、 地域特性を 活かし たまち づく

り （ 明石特有の地域資源の活用によ る 観光・

地域独自の文化と 産業の振興） によ る にぎわ

いの演出に寄与し ていく こ と が必要です。  

 

 

 

 

 

（ ３ ） 自然・ 歴史・ 文化と こ れら の景観を活かし た個性あるまちづく り  
 

明石は美し い海岸線、田園風景、ため池など

の自然環境と そこ に生息する多様な生き も の、

太古の昔から 営々と 築かれてき た歴史や文化

に恵まれ、今日まで発展し てき まし た。こ う し

て、先人が守り 育ててき た個性ある自然･歴史･

文化と こ れら の景観を 、後世に残し ていく と と

も に、心の安ら ぎやゆと り 、まちへの愛着や誇

り を高めていく ための方策が必要です。  

 

写真 10： 防災訓練の様子( 明石海浜公園)  

写真 11： ひょ う ごまちなみガーデンショ ーのイ ベント ( 明石公園)

写真 12： 住吉公園( 住吉神社)  
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（ ４ ） あら ゆる世代を健やかに育むまちづく り  
 

安ら ぎと にぎわいのある まち づく り を 実現

する ためには、 明石のまち に暮ら すあら ゆる

世代を 健やかに育む環境づく り が必要です。

安心し て子育てに取組める 環境整備を 行う と

と も に、 健全な次世代の育成のための環境体

験学習や食育、 高齢者等の健康増進に配慮し

た取組み等が必要です。  

 

 

 

（ ５ ） 自立し た地域コ ミ ュ ニティ の形成を促すまちづく り  
 

明石のまち づく り の主役は明石のまち に暮

ら し 、 活動する 多様な「 人」 です。 こ う し た

方々と も に、 明石を さ ら に発展さ せていく た

めには、 市民活動など を 通じ て地域の人のネ

ッ ト ワーク を 構築し 、 自立的な地域コ ミ ュ ニ

ティ を形成し ていく こ と が必要です。  

 

 

 

 

（ ６ ） 環境と 調和し た持続可能なまちづく り  
 

明石の自然環境を 次世代に引き 継いでいく

ためには、 持続可能な取組みが必要と なり ま

す。 特に、 近年、 問題が顕在化し ている 環境

問題に対応し たまち づく り （ CO2 の排出削減、

ヒ ート アイ ラ ン ド 現象の緩和など ） や、 自然

環境に配慮し たまち づく り （ 地域の生物多様

性の保全など） を 推進し ていく こ と が必要で

す。  

写真 13： 園庭の芝生でお弁当( 松が丘幼稚園)

写真 14： 公園愛護会の活動の様子( 藤江２ 号公園)

写真 15： 生物の生息する ため池( 八十島池)  


